15　物語　宇津保物語　琴の導く不思議な巡り合い　着眼点　文法　識別⑦　「なむ〕の識別
　若小君は、荒れ果てた屋敷から聞こえる琴の音に魅かれ、興味を抱いて家の中へと入っていった。
若小君、「あな恐ろし。㋐音し給へ〕とのたまふ。「㋑おぼろけにては、かく参り来ⓐなむや〕などのたまへば、けはひなつかしう、童にもあれば、少し侮らはしくやおぼえけむ、
　　蜻蛉のあるかなきかにほのめきて①あるはあるとも思はざらなむ

と、ほのかに言ふ声、いみじうをかしう聞こゆ。いとど思ひまさりて、「まことは、かくてあはれなる住まひ、などてし給ふぞ。誰が御族にかものし給ふ〕とのたまへば、女、「いさや、何かは聞こえさせむ。かうあさましき住まひし侍れど、立ち寄り訪ふべき人もなきに、②あやしく、おぼえずなむ〕と聞こゆ。君、「『疎きを』としも言ふなれば、おぼつかなきこそ頼もしかなれ。いとあはれに見え給ひつれば、えまかり過ぎざりつるを、思ふもしるくⓑなむ。③親ものし給はざなれば、いかに心細く思さるらむ。誰と聞こえし〕などのたまふ。いらへ、「誰と、人に知られざりし人なれば、聞こえさすとも、え知り給はじ〕とて、前なる琴を、いとほのかに搔き鳴らして居たれば、この君、「いとあやしくめでたし〕と聞きゐ給へり。夜一夜物語し給ひて、いかがありけむ、そこにとどまり給ひぬ。
問一　次の「内容わしづかみ〕の空欄に本文中の語句を書き入よ。

女は言い寄る〔　　　　　　］のことを、〔　　　］であるので歌で応じた。若小君は思いが募って素性を尋ねるが、〔　　　］はそれには答えず〔　　　］を弾く。そうして若小君は女の家に〔　　　　　　　　］続けた。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　　　　　　］㋑〔　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ⓐ・ⓑを文法的に説明せよ。　〈3点×2〉
ⓐ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
ⓑ〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
問四　識別⑦「なむ〕の識別

　次の傍線部の文法的説明を選べ。　〈1点×3〉

１　今しばしあらば、心にもあらずして落ちなむとす。（今昔物語集）

２　水に流れてや死なむずらむと思ふほどに、　（今昔物語集）

３　世の中を憂しと思ひて、出でていなむと思ひて…　（伊勢物語）

　ア　助動詞＋助動詞　　イ　動詞の一部＋助動詞

　ウ　動詞の一部＋助動詞の一部

１〔　　］２〔　　］３〔　　］

問五　傍線部①の解釈として最も適当なものを選べ。　〈6点〉

ア　私がここに暮らしていることにどうか気づいてください。

イ　私がここに暮らしているとはきっと思わないでしょう。

ウ　私がここに暮らしていると気づかない方がよいのです。

エ　私がここに暮らしていると思わないでほしいものです。

オ　私がここに暮らしていることは誰にも知られたくありません。

問六　傍線部②とあるが、女はどのようなことを指してこう言うのか。三十字以内で答えよ。　〈12点〉

問七　傍線部③を現代語訳せよ。　〈6点〉

問八 本文の内容に合致するものを一つ選べ。　〈9点〉

ア　若小君は、女の愛らしいがまだ幼さの残る様子に、いくぶん物足りなさを感じながらも自然と心を魅かれていった。

イ　若小君は、不安定な状態で暮らしている女は、いずれは自分を頼りにするようになるだろうと予想した。

ウ　若小君は、ひっそりと暮らす女の風情ある様子に魅力を感じ、次第に思いを募らせていき、そのまま女と時を過ごした。

エ　女は、若小君が粗末な家に興味本位で訪ねてきたことに不満を抱きながらも、熱心な態度に心を開き、琴について語り合った。

オ　女は、自分の親が若小君と知り合いであった事実を隠すために、自分の身の上を一切話さないことにした。

【解答】
問一　女は言い寄る〔若小君］のことを、〔童］であるので歌で応じた。若小君は思いが募って素性を尋ねるが、〔女］はそれには答えず〔琴］を弾く。そうして若小君は女の家に〔とどまり］続けた。
問二　㋐＝返事をする　㋑＝並一通りだ　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝強意の助動詞「ぬ〕の未然形と、意志の助動詞「む〕の終止形
　〈3点×2〉

ⓑ＝強意の係助詞「なむ〕

問四　１＝ア　２＝ウ　３＝イ　〈1点×3〉

問五　エ　〈6点〉

問六　訪ねる人がいるはずのない粗末な家に、若小君が訪ねてきたこと。　（30字）

　〈12点〉

問七　親がいらっしゃらないようなので、どれほど心細く思われなさっているだろうか。　〈6点〉

問八　ウ　〈9点〉
【補充問題】

問１　「おぼつかなきこそ頼もしかなれ」（７行目）について、

(1)「頼もしかなれ」を、文法的に説明せよ。

(2)若小君は、どのようなことを伝えようとしているのか。最も適当なものを選べ。

  ア　女が自分をどう思っているかは気がかりだが、女の態度からは希望があるということ。

  イ　自分と女の将来が不安になってしまうのは、自分が女に心惹かれている証拠であるということ。

  ウ　女の暮らしぶりが不安定であっても、今後は自分が面倒を見るので安心だということ。

  エ　女の真意がつかめないとしても、女に惹かれる自分の気持ちは揺るがないということ。

  オ　自分と女の間柄がはっきりしないことは、逆にこれからのことに期待が持てるということ。

問２　「思ふもしるくなむ」（８行目）について、

(1)「なむ」の後に省略されている語を、一語で答えよ。

(2)現代語訳せよ。

【補充問題解答】

問１　(1) 思った通りだ。（でございます）
(2) オ
問２　(1) ある（侍る）
(2) 思った通りだ。（でございます）
